
こ
の
１
年
間
、
東
福
岡
民

商
は
、
中
小
業
者
・
国
民
に

増
税
・
社
会
保
障
負
担
増
を

強
い
る
悪
政
の
中
で
、
会
内

外
の
中
小
業
者
の
経
営
や
く

ら
し
を
守
る
た
め
に
が
ん
ば

り
、
役
員
、
事
務
局
を
中
心

に
消
費
税
・
確
定
申
告
学
習

会
や
相
談
会
、
会
員
訪
問
と
、

業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に

力
を
そ
そ
い
で
き
ま
し
た
。

今
期
も
、
役
員
と
事
務
局

が
し
っ
か
り
と
団
結
し
中
小

業
者
の
要
求
運
動
や
組
織
拡

大
に
と
り
く
み
、
運
動
方
針

を
実
践
し
て
い
け
ば
、
必
ず

明
る
い
展
望
を
切
り
開
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
確
信
を
も
っ
て
東
福
岡
地

区
の
中
小
業
者
の
営
業
と
生

活
を
守
る
確
固
と
し
た
砦

（
と
り
で
）
を
築
く
た
め
に

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
活
動
の
成
果
と
教
訓
を

明
ら
か
に
し
て
、
こ
の
１
年

間
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま

す
。

２
、
方
針
を
財
政
的
に
保
障

す
る
予
算
を
決
定
し
ま
す
。

３
、
運
動
の
先
頭
に
た
つ
役

員
を
選
出
し
ま
す
。

１
、
小
泉
首
相
か
ら
政
権
を

受
け
継
い
だ
安
倍
首
相
は
、

憲
法
改
悪
、
社
会
保
障
制
度

の
改
悪
、
庶
民
大
増
税
を
い
っ

そ
う
す
す
め
中
小
業
者
に
と
っ

て
、
生
活
が
困
難
に
な
る
よ

う
な
情
勢
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

２
、
福
岡
市
に
お
い
て
は
、

市
内
の
民
商
が
協
力
し
て

「
中
小
業
者
の
経
営
実
態
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
と
り
く
み
、

「
売
上
が
減
っ
た
」
が
63
・

８
％
、
「
利
益
が
減
っ
た
」

が
66
・
１
％
と
い
う
実
態
を

示
し
、
要
求
で
は
、
国
保
料

を
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
要

求
が
63
・
２
％
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
は
、
吉
田
市
政
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
全

国
一
高
い
国
保
料
、
大
型
店

の
郊
外
進
出
、
建
設
業
の
官

公
需
要
の
停
滞
、
単
価
の
下

落
に
よ
り
利
益
に
結
び
つ
か

な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

３
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
は
、
割
賦
制
度
が
市
民
税

方
式
か
ら
所
得
比
例
方
式
に

変
更
さ
れ
、
国
保
料
の
所
得

割
は
、
14
・
88
％
と
全
国
１

高
く
所
得
割
算
定
基
礎
額
２

０
０
万
で
試
算
す
る
と
福
岡

市
で
は
、
年
間
支
払
額
が
51

万
９
６
７
５
円
に
対
し
宗
像

市
で
は
30
万
８
４
０
０
円
と

か
な
り
の
格
差
が
ひ
ろ
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

４
、
東
区
香
椎
地
域
に
お
い

て
は
、
香
椎
駅
を
中
心
と
し

た
商
店
街
の
構
成
が
、
千
早

駅
周
辺
の
開
発
や
大
型
店
の

相
次
ぐ
出
店
に
よ
り
空
き
店

舗
が
増
え
、
壊
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
な
ん
で
も
相
談
会
」
に

つ
い
て
は
、
会
全
体
で
と
り

く
ま
ず
、
毎
日
を
相
談
会
と

位
置
付
け
宣
伝
活
動
を
強
化

し
た
結
果
、
相
談
者
が
飛
び

込
み
や
紹
介
に
よ
り
、
連
日

訪
れ
相
談
解
決
に
と
り
く
み

ま
し
た
。

毎
年
、
増
え
て
き
て
い
る

多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
相
談
者
と
一
緒
に
努
力

し
、
解
決
困
難
な
相
談
に
た

い
し
て
は
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
と
連
携
を
と
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
近
年
の
相
談
は
、

調
停
で
の
解
決
が
困
難
な
事

例
が
多
く
、
民
商
と
会
員
の

独
自
解
決
は
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
日
々
変

わ
る
情
勢
に
機
敏
に
反
応
し

学
習
し
て
い
ま
す
。
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東
福
岡
民
商
は
７
月
１
日
、
東
区
勝
馬
・
ま
さ
ご
屋
で
第
13
回
総
会
を
開
催
、
代
議
員
40
人
と
来
賓
、
評
議
員

の
総
計
50
人
が
参
加
し
て
今
後
１
年
間
の
運
動
方
針
、
決
算
・
予
算
を
採
択
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て

総
会
の
任
務

（
一
）
私
た
ち
を
め
ぐ
る
情
勢
の

特
徴

（
二
）
要
求
運
動
に
つ
い
て

１
．
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

と
要
求
運
動
の
と
り
く
み

２
．
「
多
重
債
務
」
の

と
り
く
み



福
岡
市
協
議
会
と
し
て
福

岡
市
産
業
振
興
部
と
の
交
渉

を
行
い
、
中
小
企
業
支
援
策

を
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た

福
岡
市
に
対
し
て
、
中
小
業

者
へ
の
支
援
を
求
め
る
７
項

目
の
要
望
書
を
提
出
し
、
回

答
を
得
て
い
ま
す
。

福
岡
市
社
保
協
と
連
携
し

福
岡
市
よ
り
講
師
を
呼
び
国

保
の
学
習
を
深
め
制
度
を
理

解
し
た
う
え
で
、
料
率
の
引

き
下
げ
、
減
免
制
度
の
確
立
、

周
知
徹
底
な
ど
の
要
望
を
福

岡
市
に
対
し
出
し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
度
の
調
査
件

数
は
、
５
件
で
す
。

結
果
は
、
修
正
申
告
が
５

件
と
調
査
に
よ
る
退
会
が
１

件
で
し
た
。

役
員
・
事
務
局
・
会
員
の

立
会
い
を
拒
否
し
つ
づ
け
る

税
務
署
は
、
理
由
づ
け
が
で

き
な
い
「
守
秘
義
務
」
を
口

実
に
立
会
い
を
認
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
納
税
者
の
権
利

を
主
張
し
、
調
査
を
受
け
る

会
員
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
学

習
会
で
、
年
々
自
分
で
申
告

書
を
作
成
し
て
計
算
会
に
参

加
す
る
会
員
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

春
の
運
動
で
は
、
自
主
計

算
・
自
主
申
告
に
と
り
く
み
、

自
分
の
申
告
書
は
「
自
分
で

記
入
す
る
」
方
針
の
も
と
３
・

１
３
重
税
反
対
統
一
行
動
に

は
、
申
告
書
は
自
分
で
提
出

す
る
と
い
う
運
動
を
つ
よ
め
、

３
０
０
名
強
と
い
う
参
加
者

に
な
り
税
務
署
に
も
『
数
は

力
』
と
い
う
圧
力
を
か
け
ま

し
た
。

「
会
員
拡
大
を
常
に
心
が

け
強
大
な
民
商
を
建
設
し
よ

う
」
と
第
12
回
定
期
総
会
で

確
認
し
た
拡
大
運
動
は
、
こ

の
１
年
間
42
名
の
仲
間
が
増

え
ま
し
た
。
し
か
し
長
引
く

不
況
の
中
、
残
念
な
が
ら
39

名
の
仲
間
が
廃
業
等
に
よ
り

や
む
な
く
退
会
し
て
し
ま
い

ま
し
た
.
そ
の
結
果
、
現
在

会
員
数
６
１
６
名
と
第
12
回

総
会
時
よ
り
も
３
名
増
加
し

て
い
ま
す
。
総
会
を
増
勢
で

迎
え
る
の
は
、
10
年
ぶ
り
と

な
り
退
会
が
少
な
か
っ
た
の

が
増
勢
に
つ
な
が
り
、
支
部

を
中
心
と
し
た
会
員
訪
問
な

ど
が
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

会
員
拡
大
70
名
を
や
り
と

げ
る
目
標
の
も
と
各
支
部
毎

月
１
名
、
春
の
運
動
で
各
支

部
10
名
の
拡
大
を
達
成
し
支

部
役
員
体
制
の
強
化
、
支
部

活
動
の
充
実
、
役
員
不
在
の

支
部
対
策
な
ど
に
と
り
く
み
、

支
部
を
中
心
と
し
た
運
動
を

す
す
め
ま
す
。

全
会
員
訪
問
や
学
習
会
の

実
施
、
宣
伝
活
動
の
強
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
作
成
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

の
充
実
（
会
員
紹
介
ペ
ー
ジ

の
活
用
）
と
ニ
ュ
ー
ス
「
ひ

が
し
風
」
の
発
行
を
定
期
化

し
、
会
内
外
に
民
商
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

実
績
パ
ン
フ
を
更
新
作
成
し

ま
す
。

中
小
業
者
の
要
求
は
緊
急

切
実
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

毎
日
を
相
談
日
と
位
置
付
け
、

い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
が
で

き
る
よ
う
に
宣
伝
活
動
を
行

い
、
相
談
に
は
、
機
敏
に
対

応
し
相
談
者
と
い
っ
し
ょ
に

解
決
に
と
り
く
み
ま
す
。

制
度
融
資
の
拡
充
、
改
善
、

創
設
に
と
り
く
み
、
「
連
帯

保
証
人
制
度
原
則
廃
止
」
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
証
料

率
の
９
段
階
化
な
ど
に
対
応

し
保
証
料
補
助
の
充
実
を
求

め
る
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

ま
た
、
常
時
変
化
す
る
融
資

制
度
に
機
敏
に
反
応
し
学
習

を
強
め
ま
す
。

多
重
債
務
の
相
談
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、

特
定
調
停
で
は
解
決
で
き
な

い
相
談
も
多
く
、
調
停
で
解

決
し
て
も
支
払
が
で
き
ず
に

自
己
破
産
と
な
る
相
談
者
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
数
字

上
の
解
決
だ
け
で
な
く
、
相

談
者
の
意
識
を
変
え
る
と
こ

ろ
ま
で
い
っ
し
ょ
に
解
決
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担

増
に
対
処
す
る
た
め
、
学
習

し
、
減
免
制
度
の
拡
充
や
計

算
率
の
引
き
下
げ
を
、
市
に

対
し
て
要
望
し
、
年
金
制
度

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
最
低
保
障
年
金
」
の
創
設

を
求
め
つ
つ
年
金
保
険
料
の

減
免
制
度
を
広
く
つ
た
え
る

よ
う
に
し
ま
す
。

新
規
課
税
業
者
に
対
し
、

記
帳
学
習
会
や
支
部
学
習
会

を
開
催
し
対
策
を
強
め
ま
す
。

ま
た
帳
簿
の
規
定
を
税
務
署

に
対
し
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。

中
小
業
者
に
多
大
な
負
担

を
与
え
廃
業
に
追
い
込
む

「
消
費
税
増
税
反
対
」
運
動

に
と
り
く
み
ま
す
。

共
済
会
・
婦
人
部
・
青
年

部
の
活
動
は
、
民
商
運
動
に

と
っ
て
つ
な
が
り
を
強
め
る

た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
に
会
と
し
て
も
積
極
的

に
と
り
く
み
ま
す
。

①
共
済
会
の
活
動

改
正
保
険
業
法
の
施
行
に

よ
り
、
民
商
共
済
会
な
ど
の

自
主
共
済
へ
の
法
規
制
が
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
法
規
制
は
、

適
用
除
外
を
求
め
る
運
動
に

よ
っ
て
民
商
共
済
会
を
認
め

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
署
名
運
動

に
と
り
く
み
、
諸
団
体
と
の

共
同
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

健
康
診
断
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
と
り
く
み
、

共
済
制
度
を
豊
か
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
全
会
員
が
共
済

会
に
加
入
す
る
運
動
を
強
め

ま
す
。
ま
た
民
商
入
会
と
同

時
に
共
済
加
入
を
す
す
め
ま

す
。

②
婦
人
部
の
活
動

婦
人
部
の
役
員
体
制
の
確

立
、
毎
月
開
催
し
て
い
る

「
記
帳
学
習
会
」
を
軸
に
し

て
業
者
婦
人
の
要
求
を
う
け

と
め
、
業
者
婦
人
の
地
位
向

上
の
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

入
会
時
、
婦
人
部
同
時
加
入

に
も
力
を
い
れ
ま
す
。

③
青
年
部
の
活
動

35
才
以
下
の
会
員
、
事
業

主
二
世
の
要
求
を
聞
き
な
が

ら
、
青
年
部
を
復
活
さ
せ
、

運
動
に
参
加
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
ま
す
。

青
年
部
に
お
い
て
も
対
象

者
に
は
、
同
時
入
会
を
す
す

め
ま
す
。

３
．
「
経
営
問
題
」
の

と
り
く
み

４
．
「
社
会
保
障
運
動
」

の
と
り
く
み

５
．
「
税
務
調
査
の
た
た

か
い
」
と
自
主
計
算
活
動

６
．
「
拡
大
運
動
」

（
三
）
地
域
中
小
業
者
の
要
求
に
応

え
ら
れ
る
強
大
な
組
織
建
設
を

１
．
「
会
員
拡
大
」
の

と
り
く
み

２
．
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
と
り
く
み

３
、
「
金
融
要
求
」
の

と
り
く
み

４
、
「
多
重
債
務
問
題
」

の
と
り
く
み

５
、
「
社
会
保
障
運
動
」

の
と
り
く
み

６
、
「
消
費
税
運
動
」
の

と
り
く
み

７
、
「
共
済
会
・
婦
人
部
・

青
年
部
」

会 長 松崎 正登（ 北 ）

副 会 長 井上 一 （ 東 ）

〃 宇野 和喜（ 北 ）

〃 新里 良雄（川西）

常任理事 石黒 勉 （川西）

〃 黒石 千秋（川西）

〃 石橋 肇 （中央）

〃 中山 憲雄（中央）

〃 八尋 信義（ 東 ）

〃 梅﨑芙美雄（ 東 ）

理 事 原野 敬 （ 北 ）

事務局長 竹之内儀人

事務局次長 横山 友樹

会計監査 中村 正直（川西）

〃 上田 健二（中央）

全
国
婦
人
学
校
に
参
加
し
た
白

水
さ
ん
（
右
）
と
川
添
さ
ん

川西、北、新宮支部が「増勢」
で表彰を受けました。

新
役
員
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
す
る
松
崎
会
長
（
右

か
ら
５
人
目
）


